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(54)【発明の名称】 液晶駆動装置の駆動方法

(57)【要約】
【課題】  駆動デューティの逆数の方が走査線数よりも
多い液晶表示装置において液晶表示素子の通電中に発生
するコントラストの不均一を改善する。
【解決手段】  第１、３および５のダミー走査線が走査
されているときに、各信号電極にオフに対応した電圧を
印加する。また、第２、４および６のダミー走査線が走
査されているときに、各信号電極にオンに対応した電圧
を印加する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の走査電極と複数の信号電極とを有
する液晶パネルの各走査電極が線順次に選択されて駆動
され、走査電極数よりもデューティ数の方が多い液晶表
示装置を駆動する駆動方法において、
いずれの走査電極も選択されていない期間に、液晶駆動
波形が高周波になるような信号を信号電極に印加するこ
とを特徴とする液晶駆動装置の駆動方法。
【請求項２】  いずれの走査電極も選択されていない期
間に、オンの信号とオフの信号とを交互に信号電極に印
加する請求項１記載の液晶駆動装置の駆動方法。
【請求項３】  いずれの走査電極も選択されていない期
間に、隣りの信号電極にオンの信号が印加されていると
きにはオフの信号が印加され、隣りの信号電極にオフの
信号が印加されているときにはオンの信号が印加される
ように各信号電極に信号を印加する請求項２記載の液晶
駆動装置の駆動方法。
【請求項４】  あらかじめ定められた周期で交流化を行
う請求項１ないし請求項３記載の液晶駆動装置の駆動方
法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、走査電極と信号電
極を有するマトリクス型の液晶表示装置を駆動する駆動
方法に関し、特に、デューティ数の方が走査電極数より
も多い液晶表示装置におけるコントラストの不均一を改
善することができる液晶表示装置の駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置の駆動方式として、スタテ
ィック駆動方式や時分割駆動方式（マトリクス駆動方
式）がある。携帯電話機等の小型機器に用いられる液晶
表示装置でも、表示画面の表示容量が増大するにつれ
て、フルドットマトリクス駆動方式による駆動が主流に
なっている。マトリクス駆動方式は、行方向に延びる複
数の線状の走査電極が設けられ、走査電極群と交差する
ように列方向に延びる複数の信号電極が設けられた液晶
パネルにおいて、各走査電極を順次駆動するとともに、
表示画像に応じた信号を信号電極群に印加する方式であ
る。
【０００３】一般に、各走査電極は線順次に選択され、
信号電極群には、各走査電極の選択期間に同期して表示
画像に応じた信号が印加される。第１番目の走査電極が
走査（選択）されてから次に第１番目の走査電極が選択
されるまでの時間（１フレーム期間）に対する１本の走
査電極が選択される時間の比率をデューティ比（以下、
駆動デューティという。）と呼ぶ。以下、駆動デューテ
ィの逆数をデューティ数と呼ぶことにする。通常、走査
電極数すなわち走査線数とデューティ数とは一致する。
【０００４】しかし、使用する駆動ＩＣの制約や、液晶
表示画面または表示制御ソフトウェア側からの制約によ
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って、デューティ数の方が走査線数よりも多い場合があ
る。例えば、駆動ＩＣの駆動デューティは１／１２８で
あるが走査線数は１２２である場合には、デューティ数
の方が走査線数よりも多くなってしまう。この場合、実
際に存在する走査電極が走査されない期間（以下、ダミ
ー走査期間という。）では、各信号電極に全オンまたは
全オフに相当するダミー信号が印加されている。
【０００５】ところで、近年、液晶表示装置の表示容量
はさらに増大する傾向にあり、その結果、走査電極数お
よびおよびデューティ数が増大し、いわゆる高デューテ
ィ駆動が使用される傾向にある。また、低消費電力の観
点から、低電圧液晶が採用される傾向にある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】ところが、高デューテ
ィ駆動や低電圧液晶を用いると、コントラストの不均
一、いわゆる表示むらが発生しやすくなる。表示むらが
発生する一因は通電むらである。液晶表示素子に電圧を
印加していると、液晶中でイオン性不純物の偏りが生ず
る。イオン性不純物の偏りに起因して、しきい値電圧が
変化してしまう現象が生ずるが、それが通電むらであ
る。そして、通電むらによってコントラストの不均一が
生じてしまう。通電むらは、高デューティ、低電圧液
晶、高温であるほど発生しやすい。
【０００７】本発明は、上記のような課題を解決するた
めの発明であって、特に駆動デューティの逆数の方が走
査線数よりも多い液晶表示装置において液晶表示素子の
通電中に発生するコントラストの不均一を改善すること
ができる液晶駆動装置の駆動方法を提供することを目的
とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明による液晶駆動装
置の駆動方法は、複数の走査電極と複数の信号電極とを
有する液晶パネルの各走査電極が線順次に選択されて駆
動され走査電極数よりもデューティ数の方が多い液晶表
示装置を駆動する駆動方法であって、ダミー走査期間に
おいて、液晶駆動波形が高周波になるような信号を信号
電極に印加することを特徴とする。このような駆動方法
によれば、液晶パネルに印加される駆動波形において高
周波成分が増加し、液晶中のイオン性不純物の移動およ
び偏在化が抑制され、その結果、それに起因する表示む
らの発生が抑制される。
【０００９】液晶駆動装置の駆動方法を、ダミー走査期
間において、液晶の駆動波形ができるだけ多くの高周波
成分を含むように、オンの信号とオフの信号とを交互に
信号電極に印加するようにしてもよい。
【００１０】液晶駆動装置の駆動方法を、オンの信号と
オフの信号とが交互に信号電極に印加されるとともに、
さらに、隣り合った信号電極間でも、オンの信号とオフ
の信号とが交互に印加されるように駆動してもよい。そ
のような駆動方法によれば、液晶中のイオン性不純物の
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移動を２次元的に防止でき、表示むら抑制効果がさらに
大きくなる。
【００１１】液晶駆動装置の駆動方法は、あらかじめ定
められた周期で交流化を行う方法であってもよい。デュ
ーティ数が６４以上の駆動方式ではフレーム毎に交流化
がなされるのが一般的であるが、それより高デューティ
の駆動方式ではフレーム期間よりも短い周期で交流化が
なされることが一般的である。従って、特に、高デュー
ティの駆動方式においてフレーム期間よりも短いあらか
じめ定められた周期で交流化を行うことによって、交流
化による駆動周波数の増加とダミー走査期間における高
周波数化との相乗効果によって、表示むら抑制効果がよ
り大きくなる。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。この実施の形態で用いられる液晶
表示装置は、図１に示すように、透明電極群４，５と配
向膜６，７とをそれぞれ有しほぼ平行に配置された一対
の透明基板２，３および周辺シール材９とからなる空間
に、旋光性物質を含有し誘電率異方性が正のネマチック
液晶層８が挟持され、液晶層８の外側に少なくとも１枚
の（本例では２枚）の偏光板１０，１２と位相差板１１
が備えられている液晶パネル１と、各透明電極群４，５
に液晶層８が励起する以上の電圧を印加して表示パター
ンを表示させる駆動回路（図示せず）とで構成されてい
る。
【００１３】図２に示すように、走査電極群となる透明
電極群４（以下、単に走査電極群４という。）が形成さ
れた透明基板２と、信号電極群となる透明電極群５（以
下、単に信号電極群５という。）が形成された透明基板
３とを、走査電極と信号電極とがほぼ直交するように重
ね合わされている。
【００１４】また、各走査電極は行ドライバ２１で線順
次駆動され、各信号電極は列ドライバ２２で駆動され
る。行ドライバ２１は、制御部２３からのラッチパルス
（ＬＰ）に応じて各走査電極を順次駆動するが、実際の
デューティ数は走査電極数よりも多い。また、列ドライ
バ２２は、制御部２３を介して１行分の画像データを入
力するシフトレジスタを有し、シフトレジスタ内のデー
タは、制御部２３からのラッチパルスによって各信号電
極に印加される。そして、列ドライバ２２は、どの走査
電極も走査していないダミー走査期間において、所定の
ダミー信号を各信号電極に印加する。
【００１５】次に、動作について説明する。単純マトリ
クス型液晶表示装置では、一般に線順次駆動される。例
えば、図２に示す走査電極群４において、各走査線（走
査電極）が行ドライバ２１によって上から下に順番に走
査される。そして、選択された走査線に応じた画像デー
タが列ドライバ２２から各信号電極に印加される。通
常、一番下の走査線まで走査が到達すると、再度一番上
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の走査線が走査される。しかし、上述したように、デュ
ーティ数の方が実際の走査線よりも多い場合がある。
【００１６】例えば、走査電極数が１２２本であってデ
ューティ数が１２８である場合には、１２２本の走査線
の走査後の６選択期間がダミー走査期間になる。ダミー
走査期間において、列ドライバ２２は、ダミー信号を各
信号電極に印加する。ダミー信号は、例えば制御部２３
において生成される。図３は、ダミー走査期間の理解を
容易にするために仮想的なダミー走査線が明示された説
明図である。図３には、６本のダミー走査線が例示され
ている。ダミー走査線はあくまでも仮想的なものであっ
て、行ドライバ２１に接続されているものではない。
【００１７】この実施の形態では、図４に示すように、
第１、３および５のダミー走査線（ダミー走査期間にお
ける上から１、３および５番目のダミー走査線）が走査
されているときに、すなわち、ダミー走査期間における
６選択期間のうちの奇数番目の期間において、列ドライ
バ２２は、各信号電極にオフに対応した電圧を印加す
る。また、第２、４および６のダミー走査線が走査され
ているときに、すなわち、ダミー走査期間における６選
択期間のうちの偶数番目の期間において、列ドライバ２
２は、各信号電極にオンに対応した電圧を印加する。図
４において、斜線で示す画素はオン画素であるとする。
すなわち、ダミー走査期間において、各信号電極には、
オフに応じた信号とオンに応じた信号とが交互に印加さ
れる。
【００１８】図５（ａ）は、図４に示すような信号印加
を行った場合の液晶表示素子に印加される電圧波形を示
す波形図である。また、図５（ｂ）は、ダミー走査期間
において、常にオンに応じた信号を印加した場合すなわ
ち従来の駆動方法を用いた場合の液晶表示素子に印加さ
れる電圧波形を示す波形図である。図５において、ＶD
 ，ＶB は印加電圧レベルを示す。図５（ａ）に示すよ
うに、この実施の形態での駆動方法によれば、ダミー走
査期間において高周波成分が付加されている。なお、図
６（ａ）は、図５（ａ）に示す電圧波形を生成するため
の走査電極に印加される電圧例を示す波形図であり、図
６（ｂ）は信号電極に印加される信号電圧波形例を示す
波形図である。図６において、Ｖ0 ～Ｖ5 は印加電圧レ
ベルを示す。以下、具体例を説明する。
【００１９】［例１］液晶セルとして、ツイスト角が２
４０゜、誘電率異方性が＋１４．８、Δｎｄが０．８６
のＳＴＮ素子を用い、リタデーション値が５８５ｎｍの
ポリカーボネート製の位相差板１１を用いた白黒ＳＴＮ
パネルを使用して図４に示すような電圧を液晶表示素子
に印加した。なお、走査電極群４および信号電極群５
は、それぞれガラス基板上にＩＴＯで形成されている。
また、表示部のドット数は縦（走査電極側）１２２×横
（信号電極側）１００である。また、駆動ＩＣとして日
立製作所製ＨＤ６６７５０を使用した。この駆動ＩＣは
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デューティ数が１２８のものである。従って、６選択期
間分のダミー走査期間が生ずる。
【００２０】このような液晶表示素子と駆動ＩＣとを用
いて、６０°Ｃの環境下で、デューティ比１／１２８－
バイアス比１／９、フレーム周波数７０Ｈｚで駆動し
た。このとき、フレーム毎に交流化を行い、表示画像を
全面オン表示とした。そして、図４に示すようにダミー
走査期間においてダミー信号を印加した。
【００２１】すると、表示むらの発生が防止された。こ
の理由は、ダミー走査期間に高周波が印加されたので、
液晶中のイオン性不純物の移動が抑制され通電むらが防
止されたためであると考えられる。
【００２２】［比較例］例１で用いた液晶表示素子、駆
動ＩＣおよび環境下で、従来の駆動方法のように、すな
わち、図７に示すように、ダミー走査期間において信号
電極に全面オンの信号電圧を印加した。すると、約２４
時間経過後に激しい表示むらが発生した。
【００２３】［例２］例１で用いた液晶表示素子、駆動
ＩＣおよび環境下で、ダミー走査期間において、図８に
示すような市松模様のパターンの信号を各信号電極に印
加した。すなわち、ダミー走査期間における６選択期間
のうちの奇数番目（１，３，５番目）の期間において、
奇数番目（１，３，・・・，９９番目）の信号電極にオ
フに相当する電圧を印加し、偶数番目（２，４，・・
・，１００番目）の信号電極にオンに相当する電圧を印
加した。図８において、斜線で示す画素はオン画素であ
るとする。また、ダミー走査期間における６選択期間の
うちの偶数番目（２，４，６番目）の期間において、奇
数番目の信号電極にオンに相当する電圧を印加し、偶数
番目の信号電極にオフに相当する電圧を印加した。
【００２４】すると、やはり表示むらが防止された。こ
の場合、ダミー走査期間において、より高い周波数で駆
動電圧が液晶表示素子に印加されるので、液晶中のイオ
ン性不純物の移動がさらに抑制され、通電むらの抑制効
果はより高くなる。
【００２５】［例３］例１で用いた液晶表示素子、駆動
ＩＣおよび環境下で、ダミー走査期間において、図９に
示すように交流化の周期を３２行とし、図４に示すパタ
ーンの信号を各信号電極に印加した。この場合も、通電
むらが抑制され、表示むらの発生が防止された。この例
では、交流化による低周波抑制とダミー走査期間におけ
る高周波化との相乗効果によって、通電むらをほぼ完全
に防止することができた。
【００２６】以上に示されたように、表示むらを防止す
るには、液晶表示素子に印加される駆動電圧の周波数に
おける高周波成分を増加させることが効果的である。上
述したように、高周波駆動波形によれば、通電むらの発
生原因となるイオン性不純物の移動度が低下すると考え
られるからである。そして、この実施の形態では、ダミ
ー走査期間における駆動波形が高周波になるように、各
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信号電極に印加されるダミー信号に工夫が施されてい
る。よって、液晶表示素子に対する駆動波形の高周波成
分が増加して、液晶中のイオン性不純物の移動および偏
在を抑制することができる。その結果、通電むらに起因
する表示むらの発生が防止される。
【００２７】複数の走査電極と複数の信号電極とを有す
る液晶パネルの各走査電極が線順次に選択されて駆動さ
れ、走査電極数よりもデューティ数の方が多い液晶表示
装置を駆動する駆動方法であって、いずれの走査電極も
選択されていない期間に、液晶駆動波形が高周波になる
ような信号を信号電極に印加する駆動方法において、交
流化のタイミングがフレーム毎である場合には、通電む
らの抑制効果は大きい。交流化のタイミングがフレーム
毎である場合には、図５（ｂ）に示すように、駆動波形
は最も低周波になりやすい。すなわち、イオン性不純物
の移動が生じやすい。そのような駆動方式に対して本発
明による駆動方法を適用すれば、通電むらの抑制効果が
大きくなる。
【００２８】また、デューティ数が６４以上である液晶
表示装置の駆動方式に対して本発明による駆動方法を適
用すると、やはり、通電むらの抑制効果は大きい。通電
むらは高デューティになるほど発生しやすいからであ
る。特に、デューティ数が６４以上である液晶表示装置
の駆動方式において、交流化周期が短いほど、通電むら
の抑制効果はより大きくなる。
【００２９】また、液晶表示装置がＳＴＮ液晶素子を用
いたものである場合には、ＳＴＮ型液晶表示装置は低コ
ストで高デューティ駆動が可能であることから携帯電話
機等の携帯端末に広く用いられているので、そのような
広く用いられている携帯端末において表示むらが防止さ
れる。すなわち、市場に大量に供給される液晶表示装置
において表示むらが防止されるので、本発明をＳＴＮ型
液晶表示装置に適用することは有意義である。
【００３０】本発明をしきい値電圧が２Ｖ以下の液晶表
示素子を有する液晶表示に適用することも効果的であ
る。一般にしきい値電圧が２Ｖ以下の低電圧液晶表示素
子は通電むらの原因となるイオン性不純物が多く含まれ
ているので、本発明の効果が顕著に現れるからである。
【００３１】なお、上記の実施の形態では、線状の走査
電極および信号電極が用いられたが、それらの電極の形
状が線状でなくても本発明を適用可能である。また、そ
れらの配置についても、直交している場合に限られず、
変形した配置であっても本発明を適用可能である。さら
に、液晶パネルにマトリクス駆動部分以外の部分、例え
ばスティック駆動されるアイコン部分等が設けられてい
る液晶駆動装置において、マトリクス駆動部分に本発明
を適用することも可能である。
【００３２】また、上記の実施の形態では、表示パネル
の上から下に走査電極が走査されたが、走査方向はその
ような方向に限られず、例えば下から上への方向でもよ
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いし左右方向でもよい。ダミー走査期間については、全
ての走査電極の走査終了後ではなく、低周波成分の抑制
効果の面から、実際の走査期間にダミー走査期間を挿入
する方が好ましい。
【００３３】さらに、上記の実施の形態ではＳＴＮ型液
晶表示装置を用いたが、本発明を、ＴＮ型のものや、Ｓ
ＴＮ型でも位相差板を使用しないものや２層セルのもの
に対しても適用することができる。
【００３４】
【発明の効果】以上に説明したように、本発明によれ
ば、ダミー走査期間を有効活用することによって通電む
らを抑制し、その結果、表示むらが防止される効果があ
る。本発明では、ダミー走査期間の信号波形に工夫が施
されるので、表示部のコントラストや応答等の光学特性
にほとんど影響を与えない。また、特に、高デューティ
駆動部の表示密度を上げるためにその駆動デューティを
高くした場合や消費電力を低減するためにしきい値電圧
が低い液晶を使用した場合に発生しやすい表示むらを抑
制できるので、携帯電話機等の携帯端末などの消費電力
を小さくしたい用途に用いられる液晶表示装置に好適な
駆動方法が提供される。
【図面の簡単な説明】
【図１】  液晶パネルの一例を模式的に示す断面図。
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【図２】  走査電極および信号電極を駆動回路とともに
示すブロック図。
【図３】  ダミー走査期間を説明するための説明図。
【図４】  本発明による液晶表示装置の駆動方法の一例
を説明するための説明図。
【図５】  駆動波形の一例を示す波形図。
【図６】  走査電極および信号電極の印加電圧例を示す
波形図。
【図７】  液晶表示装置の駆動方法の比較例を説明する
ための説明図。
【図８】  本発明による液晶表示装置の駆動方法の他の
例を説明するための説明図。
【図９】  駆動波形の他の例を示す波形図。
【符号の説明】
１    液晶パネル
２，３  透明電極
４    走査電極群
５    信号電極群
６，７  配向膜
８    液晶層
２１  行ドライバ
２２  列ドライバ
２３  制御部

【図１】 【図２】 【図３】
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